
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２２年１月１８日 福島県会津若松建設事務所 発行

『第 1 回 会津レクリエーション公園利活用懇談会』を開催しました！！ 

Vol.１ 
県が管理する「会津レクリエーション公園」をより多くの方

に利用して頂くため、その利活用方法を話し合う「第 1 回会津

レクリエーション公園利活用懇談会」を開催しました。 

「会津レクリエーション公園」は、会津地方の豊かな自然環

境に恵まれた自然観察やスポーツなどを楽しめる公園として平

成 10 年に一部開園しました。しかし、市街地から離れた立地

条件や積雪による冬季閉鎖のため、１年を通じて十分に有効利

用されているとはいえません。 

利活用方法を話し合う懇談会は、開園以来初めての試みにな

ります。地域の皆様から多くのご意見やアイディアをいただき、

より良い公園環境づくりを行っていきます。  

■多目的広場の利用風 ■冬季の利活用風景 

第１回会津レクリエーション公園利活用懇談会の開催概要と今後の予定 

【今後の予定】 

第 1 回利活用懇談会 

(H21年 12月 7日) 

会津レクリエーション公園

でどんなことができるかを

考えます。 

第 2 回利活用懇談会 

(H22年 1月下旬) 

会津レクリエーション公園

で必要な取り組みについ

て、年間スケジュール表を

作成します。 

第 3 回利活用懇談会 

(H22年 2月中旬) 

行政と住民などの役割分担

や実施上の課題などについ

て考えます。 

第 4 回利活用懇談会 

(H22年 3月上旬) 

「公園利活用計画」を策定

し、来年度からの実施体制

づくりを行います。 

お問い合わせ先 

福島県 会津若松建設事務所 企画調査課 （担当：福島） 

〒965-8501 福島県会津若松市追手町7-5   Tel：0242-29-5455 Fax：0242-29-5459 

※会津レクリエーション公園に関すること、懇談会に関することなどについてご意見やアイディアをお持ちの方は、お

気軽に下記お問合せ先までご連絡ください。 

【日   時】平成 21 年 12 月 7 日（月）13：30～16：00 

【場   所】会津レクリエーション公園 管理棟 

【参 加 者】地元活動団体、NPO 法人、地域住民、行政関係者など計 18 名 

【検討テーマ】「会津レクリエーション公園をより有効に活用するために何が必要か」 

※懇談会での主な意見は裏面でご紹介します！ ■利活用懇談会の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・参加者の皆さまからいただいた主なご意見、アイディアをご紹介します。 

 

懇談会で出された主な意見と次回の検討内容は・・・ 

【懇談会で得られた課題】 

・ 会津の特徴である自然、歴史、文化を活用したイベントの開催や地域資源と

の連携を図り、多くの方に来訪していただくことが重要。 

・ 会津レクリエーション公園ならではのイベントを検討し、“○○ができる公

園”として PR を行っていくことが重要。 

・ また、道の駅などの設置により地域の情報発信と物販、軽食等の提供ができ、

より多くの方が来園しやすい環境を整えることが必要である。 

【第 2 回利活用懇談会では･･･】 

・今回いただいたご意見をもとに、より多くの方に会津レクリエーション公園を利用していただくために必要な取

り組みについて、「年間スケジュール表」を作成していきます。 

社会実験の実施について 

・ 会津レクリエーション公園の冬場の具体的な利活用手段になり得るかを検証するため、平成 22 年 2 月 20 日（土）

に福島県雪合戦連盟のご協力のもと、『雪合戦大会』を社会実験として開催します。 

・ 冬場の公園利用を考える良い機会ですので、お誘いあわせのうえ、是非ともご来園ください。 

【イベントに関すること】 

・ 地域の自然や歴史など会津レクリエーション公園な

らではのイベント開催が必要。 

自然観察会、歴史探索、花火大会、星空観察会、オリエ

ンテーリング など 

・ 冬場のイベントや利活用方法を考える必要がある 

雪祭り、雪合戦、かまくらづくり、クロスカントリースキー

大会 など 

・ 定期的なイベント、季節ごとのイベント開催が必要。 

【施設の整備に関すること】 

・ 健康増進のための施設の整備が必要。 

ウォーキング(ランニング)コース など 

・ レクリエーション施設等の整備・充実が必要 

子供用の遊具、サイクリングロード、フィールドアスレチ

ック、オートキャンプ場、バーベキュー場 など 

・ 道の駅の設置など、食事ができる施設、農産物直売所

の設置、地場産品の販売所の設置が必要。 

・ 林や木陰など夏場の日差しを避ける施設、雨宿りを兼

ねた野外ステージなどがあったら良い。 

 

【地域との連携に関すること】 

・ 地域の自然、歴史、文化（慧日寺、猪苗代湖畔

の森、十六橋水門など）との連携、観光施設と

の連携が必要。 

ウォーキングやサイクリングなどのイベントを通じ

ての連携 など 

・ 会津レクリエーション公園を基点として、カヤ

ック体験、農産物の直売などを通じた人と人との

つながり（連携）が必要。 

【その他】 

・ 夏場の利用時間を延長したほうが良い。 

・ 利用者ニーズとのズレがあるので確認すべき。 

・ 箱物施設は不要。公園の管理、運営のほうに力

を入れることが必要。 

 

■利活用懇談会の様子 

【PR、情報発信に関すること】 

・ 素晴しい施設があるのに PR が足りない。 

・ 国道沿いのインフォメーションエリアを充実
すべき。 

・ イベントを通じて公園を PR したら良い。 


